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大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
一
断
面

ー

l

梨
明
会
の
研
究
｜
｜

中

村

勝

範

一
問
題
の
所
在

二
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
自
衛

三
繋
明
会
の
防
衛
術

四
朝
鮮
民
族
へ
の
温
情

五
福
田
徳
三
の
思
想
の
根
源

問

題

の
所
在

大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
十
一
月
二
三
日
に
南
明
倶
楽
部
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
吉
野
作
造
と
浪
人
会
と
の
立
会
演
説
会
は
、
梨
明

会
と
新
人
会
を
結
成
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
。
前
者
は
民
主
的
な
知
識
人
た
ち
に
よ
る
思
想
団
体
で
あ
り
、
後
者
は
東
京
帝
国
大
学
の

学
生
団
体
で
あ
（
引
に
。
梨
明
会
は
大
正
七
年
十
二
月
二
三
日
に
結
成
さ
れ
、
大
正
九
（
一
九
二

O
）
年
八
月
に
解
散
し
が
。
こ
の
間
、
同
会

梨
明
会
の
会
員
を
『
梨
明
講
演
集
』
終
刊
号
に
記
載
さ
れ

は
講
演
会
、
例
会
等
を
開
催
し
、
『
繁
明
講
演
集
』
を
一

O
冊
刊
行
し
た

て
い
る
会
員
名
簿
に
よ
り
紹
介
す
る
と
左
の
四O
名
で
あ
る
。
途
中
で
入
、
退
会
し
た
者
は
こ
こ
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
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現
在
会
員
（
イ
ロ
ハ
順
）

法
学
博
士

農
学
博
士

法
学
博
士

法
学
博
士

法
学
博
士

文
学
博
士

文
学
士

文
学
士

工
学
博
士

法
学
博
士

今
井

嘉
幸

新
渡
戸
稲
造

穂
積

重
遠

法
学
博
士

法
学
博
士

医
学
博
士

法
学
博
士

文
学
士

法
学
博
士

文
学
博
士

文
学
博
士

法
学
博
士

吉
野

｛乍
、ti:.

;lg 

法
学
士

文
学
土

文
学
士

法
学
土

法
学
博
士

工
学
博
士

文
学
士

文
学
博
士

法
学
士

4 

五
来

欣
造

堀

光
亀

与
謝
野
晶
子

高
橋
誠
一
郎

左
右
田
喜
一
郎

内
藤

民
治

泉

信
一

堀
江

帰

中
日

尚
義

阿
部

秀
助

朝
永
三
十
郎

得
能

文

永
井

潜

阿
部

次
郎

富
永

徳、
麿

占
部
百
太
郎

上
田
貞
次
郎

内
ケ
崎
作
コ
一
郎

内
池

廉
吉

麻
生

久

大
庭

景
秋

桑
木

厳
翼

佐
々
木
惣
一

佐
野

利
器

大
山

郁
夫

厨
川

辰
夫

辺

金
蔵

大
島

正
徳

福
田

徳
一

木
村

久

大
河
内
正
敏

渡
辺

鉄
蔵

北
沢
新
次
郎

三
宅
雄
二
郎

森
戸

辰
男

Jll 
メ』
口

貞

繁
明
会
は
専
制
主
義
・
保
守
主
義
・
軍
国
主
義
に
反
対
し
て
自
由
主
義
・
進
歩
主
義
・
民
主
主
義
を
宣
布
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
と

か
、
あ
る
い
は
政
治
・
経
済
・
社
会
・
文
化
の
諸
問
題
に
つ
い
て
激
烈
な
旧
思
想
攻
撃
を
行
な
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
い
ず
れ

も
、
繁
明
会
を
詳
細
に
検
討
し
た
研
究
論
文
に
お
け
る
記
述
で
は
な
い
が
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
研
究
者
と
し
て
著
名
な
二
大
家
の
大



著
作
の
中
の
記
述
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
繁
明
会
の
会
員
が
主
張
し
た
こ
と
の
内
容
を
詳
細
に
検
討
す
る
と
、
こ
の
会
は
、
保
守

主
義
に
反
対
し
て
進
歩
主
義
を
宣
布
す
る
こ
と
の
意
図
を
積
極
的
に
公
然
化
す
る
ほ
ど
戦
闘
的
な
思
想
団
体
で
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い

し
、
激
烈
な
旧
思
想
攻
撃
に
終
始
し
た
ラ
ジ
カ
ル
な
思
想
団
体
で
あ
っ
た
と
も
思
わ
れ
な
い
。

梨
明
会
は
専
制
主
義
、
保
守
主
義
、
軍
国
主
義
を
容
認
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
旧
思
想
を
批
判
す
る
場
合
、
そ
の
言
葉

づ
か
い
は
慎
重
で
あ
っ
た
。
数
明
会
は
、
自
由
主
義
、
進
歩
主
義
、
民
主
主
義
を
主
張
す
る
場
合
、
そ
の
言
葉
づ
か
い
は
穏
や
か
で
あ

っ
た
。
梨
明
会
は
、
新
思
想
を
主
張
す
る
に
あ
た
り
、
新
思
想
が
旧
思
想
と
対
立
し
な
い
の
み
で
は
な
く
、
新
思
想
こ
そ
旧
思
想
の
精

神
を
忠
実
に
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
論
法
を
し
ば
し
ば
用
い
た
。
新
参
の
新
思
想
は
、
土
着
の
旧
思
想
に
押
し
潰
ぶ
さ
れ
ま
い

と
す
る
た
め
に
慎
重
、
穏
当
な
言
辞
を
選
び
、
嫡
子
論
す
ら
用
い
た
。
繁
明
会
は
激
烈
に
旧
思
想
を
攻
撃
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
旧
思

想
か
ら
の
威
圧
に
い
か
に
自
衛
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
苦
慮
し
た
と
い
う
の
が
本
稿
の
仮
説
で
あ
る
。

大正デモグラシーのー断面（中村）

（1
）
わ
れ
わ
れ
は
中
村
勝
範
・
酒
井
正
文
「
新
人
会
成
立
の
背
景
」
（
『
法
学
研
究
』
第
五
一
巻
第
五
号
〈
昭
和
五
三
年
五
月
〉
）
以
降
、
数
篇
の
新
人
会
に
関
す
る
研

究
論
文
を
発
表
し
て
き
た
。
禦
明
会
は
人
脈
的
に
も
思
想
的
に
も
新
人
会
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
、
禦
明
会
の
研
究
は
新
人
会
を
側
面
か
ら
見
る
こ
と
に
も

な
る
。

（2
）
製
明
会
の
成
立
経
過
に
つ
い
て
は
伊
藤
隆
『
大
正
期
「
革
新
」
の
成
立
』
（
昭
和
五
三
年
一
二
月
十
日
塙
書
房
一
）
所
収
「
梨
明
会
と
『
解
放
』
」
及
び
住
谷
悦
治
・

山
口
光
朔
・
小
山
仁
示
・
浅
田
光
輝
・
小
山
弘
健
編
『
講
座
日
本
社
会
思
想
史
2

・
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
思
想
』
（
昭
和
田
二
年
一
月
一O日
芳
賀
書
房
一
）
所
収

の
住
谷
悦
治
論
文
「
民
本
主
義
思
想
の
浸
透
｜
｜
吉
野
作
造
・
福
田
徳
三
・
繋
明
会
｜
｜
」
に
叙
述
さ
れ
て
お
り
、
活
動
内
容
の
紹
介
は
前
掲
住
谷
論
文
に
よ
る
と
よ

く
、
会
員
の
紹
介
に
関
し
て
は
伊
藤
論
文
に
苦
心
の
一
覧
表
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
本
稿
中
、
製
明
会
当
時
の
会
員
の
現
職
は
伊
藤
論
文
に
負
っ
た
。

（3
）
最
終
刊
号
（
第
二
巻
第
四
号
）
が
発
行
さ
れ
た
日
附
は
大
正
九
年
四
月
一
日
に
な
っ
て
い
る
。

（4
）
信
夫
清
三
郎
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
史
』
（
昭
和
四
三
年
二
一
月
二
O
日
第
二
版
〈
合
冊
本
〉
日
本
評
論
社
）
四
九
四
頁
。

（5
）
松
尾
尊
允
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
研
究
』
（
一
九
六
八
年
六
月
一
五
日
再
版
青
木
書
店
）
二
九
六
頁
。
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デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
自
衛

6 

繁
明
会
は
専
制
主
義
・
保
守
主
義
・
軍
国
主
義
に
反
対
し
て
自
由
主
義
・
進
歩
主
義
・
民
主
主
義
を
宣
布
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
と

い
う
解
説
は
、
駒
栄
明
会
を
創
立
す
る
た
め
に
会
合
し
た
福
田
徳
三
、
吉
野
作
造
、
今
井
嘉
幸
、
内
藤
民
治
、
麻
生
久
、
滝
田
哲
太
郎
、

中
目
尚
義
の
間
で
相
談
さ
れ
、
採
択
、
発
送
さ
れ
た
梨
明
会
へ
の
勧
誘
状
の
官
頭
の
部
分
に
あ
た
る
「
申
す
ま
で
も
な
く
今
回
の
戦
争

は
、
専
制
主
義
、
保
守
主
義
、
軍
国
主
義
に
対
す
る
、
自
由
主
義
、
進
歩
主
義
、
民
本
主
義
の
戦
争
で
あ
り
ま
し
て
云
々
」
と
い
う
文

字
を
早
合
点
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
専
制
主
義
・
保
守
主
義
・
軍
国
主
義
に
対
す
る
自
由
主
義
・
進
歩
主
義
・
民
本
主
義
の
戦
争
は
、
過

ぐ
る
世
界
大
戦
が
そ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
繁
明
会
が
そ
の
よ
う
な
た
た
か
い
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

を
宣
布
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

繁
明
会
は
政
治
・
経
済
・
社
会
・
文
化
の
諸
問
題
に
つ
い
て
激
烈
な
旧
思
想
攻
撃
を
行
な
っ
た
と
解
説
し
た
者
は
、
繁
明
会
の
発
し

た
大
綱
中
第
二
項
の
「
二
、
世
界
の
大
勢
に
逆
行
す
る
危
険
な
る
頑
冥
思
想
を
撲
滅
す
る
こ
と
」
と
い
う
字
句
に
幻
惑
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
繁
明
会
は
激
烈
に
旧
思
想
を
攻
撃
す
る
こ
と
よ
り
も
、
繁
明
会
の
立
脚
点
で
あ
る
自
由
主
義
、
進
歩
主
義
、
民
主
主
義
を
防
衛

す
る
こ
と
の
方
に
力
を
注
い
だ
こ
と
は
繁
明
会
成
立
の
背
景
を
考
え
れ
ば
理
解
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

付

数
明
会
は
、
吉
野
作
造
対
浪
人
会
の
立
会
演
説
会
を
契
機
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
浪
人
会
は
玄
洋
社
、
黒
龍
会
と
共
に

軍
部
の
力
を
背
景
に
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
進
歩
的
思
想
家
・
団
体
を
恐
怖
せ
し
め
た
団
体
と
し
て
な
り
ひ
び
い
て
い
た
。
浪
人
会

は
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
風
潮
へ
の
反
対
行
動
で
名
を
と
ど
ろ
か
せ
、
同
会
と
同
系
の
団
体
は
大
阪
朝
日
新
聞
社
を
攻
撃
し
、
村
山
龍

平
社
長
に
暴
行
脅
迫
を
加
え
、
鳥
居
素
川
、
長
谷
川
如
是
関
、
大
山
郁
夫
ら
を
退
社
せ
し
め
た
。
攻
撃
さ
れ
て
い
た
の
は
デ
モ
グ
ラ
シ

ー
の
側
で
あ
っ
た
。



大
阪
朝
日
新
聞
社
事
件
ま
で
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
提
灯
持
ち
を
し
た
諸
新
聞
と
学
者
達
は
、
事
件
以
後
、
縮
み
上
っ
て
し
ま
い
、

か
れ
ら
は
一
夜
に
し
て
変
節
し
（
記
。
こ
の
時
、
吉
野
作
造
は
民
本
主
義
を
説
き
つ
づ
け
て
い
た
。
浪
人
会
の
攻
撃
目
標
は
、
吉
野
に
集

tコ
中
し
た
。
こ
の
結
果
が
立
会
演
説
会
で
あ
る
。
立
会
演
説
会
は
、
吉
野
に
と
り
専
守
防
衛
戦
で
あ
っ
て
、
攻
撃
戦
で
は
な
か
っ
た
。

同

吉
野
対
浪
人
会
の
立
会
演
説
会
は
、
吉
野
の
勝
利
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
浪
人
会
側
の
怒
号
的
演
説
に
対
し
、

吉
野
は
冷
静
に
、
理
論
的
に
論
理
を
進
め
、
浪
人
会
一
派
の
暴
力
を
も
っ
て
思
想
を
圧
迫
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
痛
烈
に
駁
論
し
、
会

場
の
内
外
の
群
衆
は
相
呼
応
し
て
吉
野
を
声
援
し
、
浪
人
会
を
完
全
に
圧
倒
い
だ
と
か
、
浪
人
会
の
粗
雑
な
反
動
的
・
国
粋
的
駁
撃
の

論
難
は
、
吉
野
の
整
然
た
る
鋭
い
論
理
的
追
及
・
逆
襲
に
敵
す
べ
き
も
な
く
、か
れ
の
一
言
一
句
は
聴
衆
の
熱
狂
的
拍
手
に
よ
り
そ
の

勝
利
を
実
証
し
た
。
堂
々
と
会
場
を
ひ
き
あ
げ
た
吉
野
は
、
街
頭
の
群
衆
に
よ
り
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
万
歳
の
凱
歌
を
挙
げ
て
と
り
ま
か

(5
) 

れ
、
胴
上
げ
さ
れ
た
。
こ
の
日
こ
そ
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
公
然
た
る
勝
利
の
記
念
日
と
い
う
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
叙
述
が
あ

る
。
字
句
表
現
に
は
多
少
の
相
違
は
あ
っ
て
も
、
立
会
演
説
会
の
勝
者
は
吉
野
で
あ
っ
た
と
す
る
の
が
定
説
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
稿

大正デモクラシーのー断面（中村）

の
筆
者
は
、
こ
の
定
説
に
か
ね
が
ね
疑
問
を
懐
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。理
由
を
簡
単
に
挙
げ
る
。

(A
) 

常
識
か
ら
生
ず
る
疑
問

① 

浪
人
会
が
完
全
に
圧
倒
さ
れ
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
公
然
た
る
勝
利
で
結
末
、
が
つ
い
た
な
ら
ば
、
な
ぜ
昭
和
期
に
至
り
軍
国
主

義
、
反
民
主
主
義
が
わ
が
国
を
支
配
し
た
の
で
あ
ろ
う
か

② 

吉
野
の
整
然
と
し
た
論
理
が
、
壇
上
に
お
け
る
雑
駁
な
浪
人
会
の
主
張
を
圧
倒
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
な

が
ら
、
吉
野
作
造
の
主
張
が
、
い
か
に
冷
静
で
論
理
的
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、

た
だ
一
回
の
立
会
演
説
会
の
成
功
に
よ
り
、
大
正
デ

モ
グ
ラ
シ
ー
を
勝
利
せ
し
め
得
る
ほ
ど
、
頑
冥
派
は
脆
弱
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
回
の
立
会
演
説
会
で
獲
得
し
た
大
正
デ

モ
ク
ラ
シ

I

の
勝
利
は
、

日
の
出
の
前
の
朝
霧
の
よ
う
に
淡
い
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

7 



(B
) 

資
料
上
か
ら
生
ず
る
疑
問

8 

① 

し
か
し
、
近
年
、
吉
野
は
浪
人
会
と
妥
協
し
た
点
も

あ
り
、
決
し
て
吉
野
の
一
方
的
勝
利
で
は
な
か
っ
た
と
す
る
研
究
が
誠
実
な
学
究
に
よ
り
発
表
さ
礼
的
。

吉
野
勝
利
説
の
通
説
は
、
吉
野
を
弁
護
す
る
資
料
に
の
み
依
拠
し
て
い
た
。

② 

吉
野
と
浪
人
会
の
聞
に
妥
協
が
あ
っ
た
こ
と
は
吉
野
自
身
が
半
世
紀
以
上
前
（
昭
和
七
〈
一
九
三
二
〉
年
）
に
自
ら
洩
ら
し
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
吉
野
は
、
立
会
演
説
会
の
終
演
に
近
い
時
点
に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
妥
協
が
浪
人
会
と
の
間
に
あ
っ
た
こ
と
を
書

き
留
め
て
い
る
。
「
最
後
の
田
中
舎
身
居
士
の
演
説
半
ば
に
控
室
に
私
を
呼
ん
で
妥
協
を
提
議
し
、
無
事
散
会
の
為
の
声
明
書
を
書

い
て
示
さ
れ
た
の
は
福
本
日
南
氏
で
あ
る
」
と
。

③ 

か
り
に
吉
野
の
勝
利
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
フ
ェ
ア
な
条
件
下
の
勝
利
で
は
な
い
。
会
場
内
を
埋
め
つ
く
し
、
会
場
外
に
あ
ふ
れ

(8
) 

て
い
る
聴
衆
の
圧
倒
的
多
数
は
、
吉
野
を
支
持
す
る
た
め
に
動
員
さ
れ
た
学
生
、
労
働
組
合
員
で
あ
っ
た
。
か
れ
ら
は
会
場
に
参
集

す
る
前
か
ら
浪
人
会
を
葬
り
、
吉
野
支
持
の
目
的
で
動
員
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
雰
囲
気
の
中
で
は
、
自
由
な
る
言
論
を
行
使
で

(9
) 

き
な
い
の
は
吉
野
で
は
な
く
、
む
し
ろ
浪
人
会
で
あ
る
。
吉
野
は
自
分
の
支
持
者
に
よ
り
十
重
二
十
重
に
固
ま
れ
た
会
場
で
あ
っ
た

が
た
め
に
勝
者
と
な
れ
た
と
し
て
も
、
支
持
者
の
稀
薄
な
日
本
の
国
家
社
会
全
体
に
勝
利
を
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う

か
。
国
家
社
会
全
体
へ
の
勝
利
を
拡
大
す
る
こ
と
な
し
に
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
勝
利
は
な
い
。

以
上
に
よ
り
、
立
会
演
説
会
に
お
け
る
吉
野
勝
利
説
へ
の
疑
問
を
一
応
結
び
た
い
。
総
括
し
て
、
吉
野
は
大
正
デ
モ
グ
ラ
シ
1

の

公
然
た
る
勝
利
者
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
し

一
浪
人
会
と
の
た
た
か
い
に
お
い
て
も
真
の
言
論
に
よ
る
勝
利
者
で
も
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
呈
し
て
お
こ
う
。

察
明
会
が
自
己
の
立
脚
点
を
専
守
防
衛
に
も
っ
と
も
力
を
注
い
だ
こ
と
は
、
吉
野
自
身
が
証
明
し
て
い
る
。
梨
明
会
結
成
の
た

め
の
福
田
徳
三
と
吉
野
作
造
の
最
後
の
申
合
せ
に
お
い
て
福
田
は
吉
野
に
率
直
に
述
べ
た
。

ω 



① 

吉
野
の
お
蔭
で
反
動
団
体
は
一
寸
鳴
り
を
鎮
め
た
形
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
官
憲
の
見
え
ざ
る
援
助
も
あ
っ
て
な
か
な
か
根
強
い

も
の
と
観
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
せ
め
て
君
が
闘
い
取
っ
た
第
一
線
だ
け
は
我
々
共
同
の
力
で
防
衛
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
意
味
で
喫
明
会
を
つ
く
ろ
う
。

② 

私
恩
を
売
る
の
で
は
な
い
が
、
斯
く
し
て
同
時
に
と
か
く
物
議
に
の
ぼ
る
君
の
一
身
を
擁
護
し
得
る
と
い
う
点
に
僕
は
格
別
の
熱

情
を
感
ず
る
。

③ 

社
会
主
義
者
の
連
中
は
我
々
を
第
一
線
に
立
て
自
分
達
は
そ
の
蔭
の
安
全
地
帯
に
か
く
れ
て
将
来
の
計
を
為
さ
ん
と
し
て
居
る
よ

う
に
見
え
る
。
（
以
下
要
約
）
社
会
主
義
者
を
入
会
せ
し
む
る
こ
と
は
、
徒
ら
に
官
憲
に
不
当
弾
圧
の
口
実
を
与
う
る
こ
と
に
な
る
か

ら
、
札
附
き
の
社
会
主
義
者
の
入
会
は
断
乎
拒
否
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

④ 

い
つ
ま
で
も
啓
蒙
運
動
に
没
頭
す
る
の
も
本
意
で
は
な
い
。
や
が
て
運
動
の
分
化
を
必
要
と
す
る
時
代
が
来
る
だ
ろ
う
。
そ
の
時

は
繁
明
会
の
目
的
を
達
成
し
た
時
で
あ
る
か
ら
未
練
な
く
解
消
し
よ
う
（
要
約
）
。

大正デモグラシーのー断面（中村）

吉
野
は
、
福
田
と
の
駒
栄
明
会
の
主
意
に
つ
い
て
の
申
合
せ
は
誠
実
に
貫
い
た
こ
と
は
世
間
で
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
自
ら
記
述

し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
梨
明
会
の
主
意
の
う
ち
最
重
要
点
は
、
吉
野
が
護
持
し
た
線
を
共
同
の
カ
で
防
衛
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
防
衛
に
専
念
す
る
た
め
に
は
、
と
か
く
攻
撃
に
力
点
を
置
く
札
附
き
の
社
会
主
義
者
の
入
会
は
断
乎
拒
否
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ

と
を
確
認
し
て
い
た
。
吉
野
、
福
田
ら
が
立
脚
し
て
い
る
線
を
防
衛
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
り
、
そ
の
線
よ
り
前
進
し
敵
陣
に
攻
撃
を

か
け
よ
う
と
い
う
戦
闘
意
識
に
燃
え
て
い
た
の
で
は
な
い
。
と
か
く
物
議
に
の
ぼ
る
吉
野
の
一
身
を
擁
護
す
る
と
い
う
点
に
格
別
の
熱

情
を
感
ず
る
と
し
た
福
田
は
、
数
箇
月
後
に
、
自
分
は
吉
野
と
意
見
を
異
に
す
る
点
が
非
常
に
多
い
が
、
吉
野
が
あ
ま
り
に
も
苛
め
ら

れ
過
ぎ
、
吉
野
を
国
賊
な
ど
と
怪
し
か
ら
ぬ
こ
と
を
い
う
者
が
い
て
も
官
憲
が
不
聞
に
附
し
て
い
る
、
自
分
は
そ
の
こ
と
に
憤
る
も
の

（
日
）

で
あ
る
、
と
も
書
い
た
。
吉
野
を
擁
護
し
、
苛
め
ら
れ
過
ぎ
て
い
る
吉
野
に
同
情
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
吉
野
を
防9 



衛
し
、
吉
野
を
防
衛
す
る
こ
と
に
よ
り
吉
野
の
後
尾
に
附
し
て
い
る
福
田
以
下
大
正
デ
モ
グ
ラ
ッ
ト
を
自
衛
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
察
明
会
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
福
田
徳
三
は
、
旧
思
想
を
攻
撃
す
る
た
め
で
は
な
く
、
大
正
デ
モ
グ
ラ
ッ
ト
の
立
脚
点
を
自
衛
す
10 

る
た
め
に
繁
明
会
を
結
成
し
た
。

伺

繁
明
会
を
結
成
し
よ
う
と
い
う
相
談
会
の
後
に
発
送
さ
れ
た
勧
誘
状
も
ま
た
、
城
を
固
く
守
る
と
い
う
姿
勢
の
も
の
で
あ
っ

て
、
城
か
ら
出
て
敵
に
攻
勢
を
加
え
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
勧
誘
状
は
、
前
述
の
通
り
、
過
ぎ
し
、
世
界
大
戦
に
つ
き
、
こ
れ
は

専
制
主
義
、
保
守
主
義
、
軍
国
主
義
に
対
す
る
自
由
主
義
、
進
歩
主
義
、
民
本
主
義
の
た
た
か
い
で
あ
っ
た
と
す
る
が
、

わ
が
国
の
過

去
、
現
在
、
未
来
が
、
こ
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
と
か
、
現
状
が
そ
う
で
あ
る
と
か
、
未
来
は
そ
の
よ
う
に
な
る
と
は
述
べ
て
い
な

い
。
わ
が
国
の
現
状
に
関
し
、
勧
誘
状
は
、
希
望
を
語
ら
ず
、
危
険
の
徴
候
が
あ
る
と
記
述
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
我
国
社
会
の
一
部

に
在
つ
て
は
、
却
っ
て
此
世
界
的
大
勢
に
逆
行
す
る
危
険
な
る
、
保
守
頑
冥
な
る
、
専
制
主
義
讃
美
者
、
軍
国
主
義
の
渇
仰
者
が
あ
り

ま
し
て
、
多
数
国
民
の
切
実
に
要
求
す
る
、
言
論
思
想
の
自
由
を
蔑
視
し
、
敢
て
不
理
不
法
な
る
圧
迫
を
試
み
ん
と
す
る
の
徴
候
が
歴

然
と
し
て
居
（
れ
に
」
、
も
し
彼
等
を
放
任
看
過
す
る
な
ら
ば
、
仮
令
一
時
的
な
り
と
は
い
え
国
民
生
活
の
逆
転
を
来
し
、
世
界
の
趨
勢
に

対
し
て
後
れ
を
と
る
虞
れ
が
あ
る
こ
と
を
痛
感
す
る
、
時
機
は
一
日
も
早
き
を
要
す
る
と
思
う
、
と
あ
っ
た
。
危
機
意
識
の
深
刻
な
表

現
で
あ
り
、
降
り
か
か
る
火
の
粉
を
い
か
に
し
て
防
ぐ
か
と
い
う
点
に
問
題
が
集
中
さ
れ
て
い
る
。

円

吉
野
作
造
は
梨
明
会
と
し
て
の
思
索
立
論
の
根
拠
を
し
め
し
た
中
に
お
い
て
、
同
会
は
積
極
的
文
化
運
動
は
し
な
い
と
明
言
し

た
。
繁
明
会
は
左
の
三
箇
条
か
ら
な
る
大
綱
を
掲
げ
て
ス
タ
ー
ト
し
て
い
た
。

大

綱

一
、
日
本
の
国
本
を
学
理
的
に
闇
明
し
、
世
界
人
文
の
発
達
に
於
け
る
日
本
の
使
命
を
発
揮
す
る
こ
と

二
、
世
界
の
大
勢
に
逆
行
す
る
危
険
な
る
頑
冥
思
想
を
撲
滅
す
る
こ
と



三
、
戦
後
世
界
の
新
趨
勢
に
順
応
し
、
国
民
生
活
の
安
田
充
実
を
促
進
す
る
こ
と

こ
の
大
綱
を
文
字
通
り
解
釈
す
る
と
神
国
日
本
論
へ
の
挑
戦
、
旧
思
想
に
た
い
す
る
激
烈
な
攻
撃
、
不
公
平
社
会
の
徹
底
的
改
造
等

し
か
し
な
が
ら
、
吉
野
は
、
右
三
箇
条
の
大
綱
を
行

動
・
運
動
の
基
準
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
繁
明
会
の
会
員
の
思
索
立
論
の
根
拠
と
す
る
の
だ
、
と
念
を
い
れ
て
解
説
す
る
。
思
索
立

と
い
う
積
極
的
行
動
を
目
標
と
す
る
団
体
で
あ
る
か
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
よ
う
。

論
の
根
拠
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
根
拠
に
よ
り
物
を
考
え
、
議
論
を
立
て
る
と
い
う
こ
と
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
三
箇
条

に
そ
っ
た
積
極
的
行
動
を
展
開
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
う
い
う
「
物
の
考
え
方
」
、
こ
う
い
う
「
議
論
の
立
て
方
」
に

よ
り
、
さ
ら
に
進
ん
で
日
本
の
前
途
に
向
っ
て
い
か
な
る
目
標
を
持
つ
べ
き
か
と
い
う
積
極
的
結
論
に
つ
い
て
は
会
員
聞
に
一
致
し
た

意
見
も
な
く
、

し
た
が
っ
て
会
員
が
一
致
し
た
行
動
を
と
る
と
い
う
こ
と
は
し
な
い
。
す
な
わ
ち
、
積
極
的
文
化
運
動
を
す
る
と
い
う

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
繁
明
会
の
思
索
立
論
の
根
拠
に
反
対
、
逆
行
す
る
思
想
に
は
一
斉
に
こ
れ
に
対
抗
す
る
。

す
な
わ
ち
、
三
箇
条
の
線
か
ら
後
ろ
を
向
い
た
時
は
力
を
協
せ
て
こ
れ
と
戦
う
が
、
そ
れ
か
ら
先
は
各
人
が
銘
々
自
己
の
信
ず
る
と
こ

大正テ、モクラシーのー断面（中村）

ろ
に
向
っ
て
進
む
、
と
述
べ
た
。
繁
明
会
は
、
頑
冥
思
想
に
お
そ
わ
れ
た
場
合
に
は
必
死
に
抵
抗
す
る
が
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
積
極
的

に
拡
大
す
る
仕
事
を
企
図
し
て
組
織
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
ひ
よ
わ
な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
専
守
防
衛
す
る
と
い
う
目
的
に
よ
り
結
成

さ
れ
た
。
繁
明
会
は
専
制
主
義
・
保
守
主
義
・
軍
国
主
義
に
反
対
し
て
自
由
主
義
・
進
歩
主
義
・
民
主
主
義
を
宣
布
す
る
意
図
か
ら
組

織
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
し
、
政
治
・
経
済
・
社
会
・
文
化
の
諸
問
題
に
つ
い
て
激
烈
な
旧
思
想
攻
撃
を
行
な
う
組
織
で
も
な
か
っ
た
。

六
七
頁
）

（1
）
「
繁
明
会
記
録
」
（
『
禦
明
講
演
集
』
第
一
巻
第
四
輯
大
正
八
年
六
月
一
日

（2
）
前
掲
住
谷
「
民
本
主
義
思
想
の
浸
透
」
、
前
掲
書
一
一
九
頁
。

（3
）
菊
川
忠
雄
『
学
生
社
会
運
動
史
』
（
昭
和
六
年
十
月
一
日
中
央
公
論
社
）
四
七
頁
。

（4
）
『
麻
生
久
伝
』
（
昭
和
三
三
年
八
月
一
日
麻
生
久
伝
刊
行
委
員
会
）
九
四
頁
．

（5
）
前
掲
住
谷
論
文
、
前
掲
書
士
二
頁
。
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（6
）
栄
沢
幸
一
著
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の
政
治
思
想
』
（
一
九
八
一
年
九
月
一
一
日
研
文
出
版
）
一
二
一
三
｜
一
一
一
一
六
頁
。

（7
）
吉
野
作
造
「
日
本
学
生
運
動
史
」
（
岩
波
講
座
『
教
育
科
学
』
〈
昭
和
七
年
十
二
月
二O
日
〉
）
二
九
頁
。

（8
）
浪
人
会
は
、
吉
野
を
つ
ぶ
そ
う
と
い
う
意
気
込
み
で
南
明
倶
楽
部
に
乗
り
込
ん
で
き
た
が
、
「
と
こ
ろ
が
意
外
な
こ
と
に
会
場
内
に
は
吉
野
先
生
を
守
る
た
め
に

か
け
つ
け
た
人
が
大
勢
い
る
し
、
会
場
に
は
い
り
き
れ
ず
、
外
で
会
場
を
取
巻
い
て
い
る
者
も
大
勢
い
て
歓
声
を
あ
げ
て
い
る
の
で
、
彼
ら
も
面
く
ら
っ
た
に
違
い
な

い
。
や
っ
て
は
み
た
も
の
の
、
ヤ
ジ
ら
れ
る
し
、
痩
躯
ツ
ル
の
ご
と
き
吉
野
先
生
が
、
興
奮
せ
ず
に
じ
ゅ
ん
じ
ゅ
ん
と
説
か
れ
る
論
理
に
圧
倒
さ
れ
、
つ
い
に
は
バ
ン

ザ
イ
、
パ
ン
ザ
イ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
（
平
記
念
事
業
会
編
『
平
貞
蔵
の
生
涯
』
昭
和
五
五
年
五
月
二
八
日
）
八
九
頁
。
な
お
引
用
は
平
貞
蔵
が
生
前
に
口
述
し
た

、
も
の
。

（9
）
右
の
平
貞
蔵
の
口
述
の
中
に
も
、
浪
人
会
が
圧
倒
的
吉
野
支
持
者
の
中
で
威
圧
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
嘉
治
隆
一
は
大
衆
か
ら
心
理
的
圧
迫
を
受

け
て
い
た
浪
人
会
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
つ
た
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
浪
人
が
演
壇
の
囲
り
に
立
ち
吉
野
さ
ん
を
囲
ん
で
脅
迫
し
た
。
言
論
に
対
し
て
圧
迫
す
る
か
と

い
っ
た
ら
浪
人
は
、
吉
野
先
生
は
外
か
ら
労
働
者
や
学
生
を
十
重
二
十
重
に
集
め
て
わ
れ
わ
れ
を
圧
迫
す
る
で
は
な
い
か
と
い
っ
て
い
た
そ
う
で
す
」
（
「
日
本
に
お
け

る
自
由
の
た
め
の
闘
い
・
吉
野
作
造
」
世
界
昭
和
三
O
年
四
月
号
一

O
六
頁
）
。

（
叩
）
前
掲
吉
野
論
文
「
日
本
学
生
運
動
史
」
、
前
掲
書
三O
ー
一
一
一
一
頁
。

（
日
）
福
田
徳
三
「
如
何
に
改
造
す
る
か
｜
｜
吉
野
博
士
に
答
う
｜
｜
」
（
『
梨
明
講
演
集
』
第
一
巻
第
三
輯
大
正
八
年
五
月
一
日
）
に
後
記
さ
れ
た
「
附
言
」
。
附
言

の
末
尾
に
「
八
・
四
・
一
O
認
む
」
と
加
目
記
し
た
日
を
明
記
し
て
い
る
。

（
ロ
）
社
会
思
想
社
編
『
社
会
科
学
大
辞
典
』
（
改
造
社
昭
和
五
年
五
月
十
五
日
）
の
中
の
「
梨
明
会
」
は
吉
野
作
造
が
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
「
あ

の
会
（
梨
明
会
の
こ
と
｜
｜
中
村
）
を
リ
ー
ド
し
た
の
は
福
田
博
士
で
あ
り
、
製
明
会
と
云
う
名
も
同
博
士
の
命
名
に
か
か
る
も
の
で
あ
っ
た
」
（
上
記
書
ご
一

O

一
頁
）
と
あ
る
。

（
臼
）
前
掲
「
喫
明
会
記
録
」
（
前
掲
書
六
八
頁
）
。

（U
）
吉
野
作
造
「
開
会
の
辞
」
（
『
繋
明
講
演
集
』
第
一
巻
第
一
輯

い
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

大
正
八
年
三
月
一
日

一
三
頁
）
。
禦
明
会
の
第
一
回
講
演
会
（
大
正
八
年
一
月
十
八
日
）
に
お

裂
明
会
の
防
衛
術

繁
明
会
が
創
立
さ
れ
る
二
、
三
年
前
ま
で
の
わ
が
国
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
う
文
字
を
使
用
す
る
こ
と
が
不
都
合
千
万
と
さ
れ
て

、

R
M
o

l
v
中
わ

し
か
し
、
駒
栄
明
会
は
、
デ
モ
ク
ラ
チ
ッ
ク
の
精
神
と
い
う
文
字
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
普
通
選
挙
制
度
に
つ
き
論
じ
ら 12 



(1
) 

れ
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
の
採
用
を
要
求
す
る
運
動
す
ら
出
現
し
た
状
況
に
お
い
て
創
立
さ
れ
た
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
曙
光
は

た
し
か
に
射
し
こ
ん
だ
が
、
反
動
を
生
ま
な
い
動
は
存
在
し
な
い
。
大
阪
朝
日
新
聞
社
事
件
、
吉
野
対
浪
人
会
立
会
演
説
会
等
は
、
動

に
対
す
る
反
動
で
あ
っ
た
。

普
通
選
挙
制
度
を
論
ず
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
普
選
運
動
が
出
現
し
た
か
ら
と
は
い
え
、
普
通
選
挙
制
度
は
共
和
国
の
も
の
で
あ

り
、
君
主
国
日
本
の
国
体
に
は
合
致
し
な
い
と
い
う
非
難
が
消
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
衆
議
院
議
員
に
し
て
普
選
運
動
家
と
し
て
著
名

で
あ
っ
た
今
井
嘉
幸
は
、
普
選
は
国
体
に
反
す
と
い
う
非
難
に
対
し
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
普
通
選
挙
制
度
弁
護
論
を
展
開
し
た
。

す
な
わ
ち
、
普
通
選
挙
制
度
は
君
主
共
和
と
い
う
国
体
問
題
と
は
全
然
関
係
が
な
い
。

な
ぜ
な
ら
ば
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
の
よ
う

な
共
和
国
の
み
な
ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
戦
前
の
ド
イ
ツ
並
び
に
オ
l
ス
ト
リ
ー
の
よ
う
な
君
主
国
で
も
ま
た

普
通
選
挙
制
度
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
「
日
本
は
君
主
国
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
国
体
の
主
義
は
必
ず
し
も
欧
羅
巴
諸
国
の
君
主
国

大正デモクラシーのー断面（中村）

体
の
そ
れ
と
は
一
致
し
な
い
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
併
し
普
通
選
挙
と
云
う
も
の
は
国
民
中
大
多
数
の
人
を
政
治
に
参
与
せ
し
む

る
と
云
う
こ
と
に
過
ぎ
ぬ
。
市
う
し
て
斯
く
の
如
き
政
治
の
参
与
も
主
権
の
所
在
を
動
か
す
こ
と
に
は
な
ら
ぬ
」
、
こ
の
こ
と
は
戸
主

が
自
己
の
考
の
み
で
家
政
を
行
っ
て
も
よ
い
が
、
場
合
に
よ
り
妻
子
に
相
談
を
し
て
家
の
こ
と
を
処
理
し
て
も
戸
主
は
戸
主
で
あ
っ
て

家
長
た
る
値
打
ち
を
失
わ
な
い
と
同
様
で
あ
る
、
否
、
妻
子
に
相
談
し
た
方
が
家
庭
の
円
満
を
計
る
途
で
あ
る
よ
う
に
、
多
数
の
人
民

に
政
治
を
謀
る
こ
と
こ
そ
立
憲
君
主
制
の
精
神
に
そ
う
も
の
で
あ
る
、
と
し
た
。
普
通
選
挙
制
度
は
国
体
に
反
す
る
と
い
う
非
難
に
対

し
、
今
井
は
、
こ
の
制
度
を
採
用
し
た
か
ら
と
て
、
①
主
権
の
所
在
を
動
か
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
の
制

度
の
採
用
に
よ
り
②
立
憲
君
主
制
の
精
神
に
そ
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
面
論
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
頑
冥
派
か
ら
の
国
体
違
反

論
を
避
け
よ
う
と
し
た
。

普
通
選
挙
制
度
論
は
天
賦
人
権
説
に
由
来
す
る
、
天
賦
人
権
説
は
わ
が
国
体
に
反
す
る
と
い
う
説
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
、
今
13 



井
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
弁
明
し
た
。
普
通
選
挙
制
度
は
、
な
に
人
に
も
選
挙
権
を
附
与
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
は
な
い
、
多
数
の
国
で
は

普
通
選
挙
制
度
の
下
に
お
い
て
も
婦
女
子
に
は
選
挙
権
を
与
え
ず
、
幼
者
並
に
癒
癒
白
痴
に
は
い
か
な
る
国
で
も
選
挙
権
を
与
え
な
14 

い
。
天
賦
人
権
説
に
よ
り
考
え
た
場
合
、
こ
れ
ら
の
者
に
も
選
挙
権
を
与
え
る
か
、
少
な
く
と
も
法
定
代
理
を
許
さ
な
く
て
は
な
ら
ぬ

は
ず
で
あ
る
が
、
す
べ
て
否
認
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
普
通
選
挙
制
度
は
天
賦
人
権
説
に
基
づ
か
な
い
も
の
で
あ
る
、
と

強
調
し
た
。
婦
女
子
、
未
成
年
者
、
心
身
障
害
者
を
無
権
利
者
に
し
て
い
る
と
芦
を
あ
げ
て
説
く
こ
と
に
よ
り
、
頑
冥
派
か
ら
の
攻
撃

を
避
け
よ
う
と
し
た
。
今
井
は
、
普
通
選
挙
制
度
を
実
現
す
る
こ
と
は
天
皇
の
主
権
を
制
限
す
る
こ
と
に
な
り
、
国
民
の
権
利
を
伸
長

す
る
こ
と
に
な
る
と
は
絶
対
に
い
わ
な
か
っ
た
。
普
通
選
挙
制
度
は
、
い
か
な
る
点
か
ら
考
察
し
て
も
国
体
に
は
反
す
る
こ
と
は
な
い

の
み
な
ら
ず
、
逆
に
立
憲
君
主
制
の
精
神
を
発
揚
す
る
こ
と
に
な
る
と
説
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
今
井
の
普
通
選
挙
制
度
論
は
、
旧
思

想
を
激
烈
に
批
判
す
る
も
の
で
は
全
然
な
く
、
新
制
度
が
わ
が
国
の
国
体
に
そ
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
弁
護
・
自
衛
論
で
あ
っ
た
。

デ
モ
ク
ラ
チ
ッ
ク
な
新
制
度
が
国
体
に
反
し
な
い
の
み
な
ら
ず
、
新
制
度
こ
そ
国
体
を
い
や
が
上
に
も
発
揚
さ
せ
る
と
い
う
論
法
を

用
い
た
の
は
今
井
だ
け
で
は
な
い
。
大
島
正
徳
東
京
帝
大
文
化
大
学
助
教
授
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
思
想
そ
の
も
の
が
、
わ
が
国
の
国

体
に
背
く
も
の
で
は
な
い
と
い
う
説
明
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
議
論
が
あ
る
と
し
た
。
大
島
自
身
が
、
か
く
信
じ
、
か
く
思
う
と
い

う
の
で
は
な
く
、
世
間
に
は
こ
の
よ
う
な
議
論
が
あ
る
と
い
う
形
で
挙
げ
た
。

① 

明
治
二
二
年
以
来
、
立
憲
政
治
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
中
に
、
民
本
的
田
川
想
、
世
論
政
治
の
観
念
が
含
ま
れ
て
い
る

② 

五
箇
条
の
誓
文
、
歴
聖
の
詔
勅
の
中
に
も
民
本
的
思
想
が
含
ま
れ
て
い
る

③ 

神
代
の
時
代
の
昔
に
は
総
て
挙
国
一
致
的
で
あ
っ
た
。
「
天
照
大
神
が
天
の
窟
戸
に
神
隠
れ
さ
れ
た
時
に
其
の
窟
屋
の
前
で
神
々

が
大
勢
し
て
踊
り
立
た
れ
た
、
そ
れ
が
為
に
謂
わ
ば
八
百
万
神
の
民
衆
の
様
子
を
見
ら
れ
ん
と
し
て
、
遂
に
天
の
窟
戸
を
御
聞
け
に

な
っ
た
と
言
わ
れ
て
居
る
が
、
是
れ
即
ち
民
意
尊
重
の
主
義
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
」



大
島
は
こ
こ
に
お
い
て
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
思
想
は
、
わ
が
国
の
明
治
憲
法
、

五
箇
条
の
誓
文
、
歴
代
天
皇
の
詔
勅
、
神
代
時
代
の
天

の
窟
戸
の
古
事
の
中
に
存
在
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
、わ
が
国
の
国
体
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
議
論
を
掲

げ
る
。
大
島
自
身
は
、
こ
れ
ら
の
議
論
に
関
し
賛
成
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
反
対
で
あ
る
か
は
し
め
さ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ

ら
の
議
論
を
掲
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
大
島
自
身
が
説
く
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
へ
の
頑
冥
派
か
ら
の
攻
撃
を
防
禦
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
な
か

っ
た
と
は
い
え
ま
い
。
大
島
は
、
頑
冥
派
の
ふ
り
か
ざ
す
「
国
体
」
と
い
う
武
器
を
と
り
あ
げ
た
。
し
か
し
、
そ
の
武
器
を
頑
冥
派
の

胸
に
擬
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
デ
モ
グ
ラ
ッ
ト
の
頭
上
に
降
り
か
か
る
火
の
粉
を
避
け
る
た
め
の
避
雷
針
に
し
よ
う
と
し
た
。

頑
宜
〈
派
の
火
の
粉
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
訳
語
で
あ
る
「
民
本
主
義
」
と
い
う
字
句
に
た
い
し
て
す
ら
降
り
か
か
っ
て
き
た
。
日
本

に
お
い
て
民
本
と
い
う
の
は
よ
ろ
し
く
な
い
、
君
本
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
非
難
が
、
有
名
な
文
学
博
士
か
ら
民
本
主
義
の
鼓
吹

者
で
あ
る
吉
野
に
あ
っ
た
。
浪
人
会
が
吉
野
と
立
会
演
説
会
を
お
こ
な
っ
た
時
、
そ
の
中
の
一
人
が
君
本
と
い
う
言
葉
を
く
り
返
し
使

大正デモクラシーのー断面（中村）

用
し
、
民
本
主
義
と
は
平
民
の
側
か
ら
権
利
を
要
求
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
君
主
国
に
お
い
て
は
許
す
べ
か
ら
．
さ
る
こ
と
で
あ
る
、

と
非
難
し
た
。
民
本
主
義
を
唱
導
す
る
吉
野
を
天
皇
の
存
在
を
否
定
す
る
共
和
主
義
者
と
す
る
者
も
い
た
。
い
ず
れ
も
、
吉
野
を
も
っ

て
国
体
に
背
く
者
と
非
難
す
る
の
で
あ
る
。

吉
野
は
、
民
本
主
義
と
い
う
文
字
が
国
体
に
反
す
る
と
い
う
非
難
に
た
い
し
、
二
個
の
側
面
か
ら
弁
明
し
た
。
第
一
の
弁
明
は
、
理

論
上
か
ら
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
わ
が
国
の
国
体
を
説
明
す
る
の
で
あ
れ
ば
君
本
で
宜
い
、
憶
か
に
民
本
で
は
い
け
な
い
、

し
か
し
自

分
は
民
本
主
義
を
国
体
の
説
明
と
し
て
使
用
し
て
い
な
い
、
主
権
の
運
用
の
説
明
と
し
て
は
広
く
権
利
を
人
民
に
附
与
す
る
方
が
宜
し

(5
) 

い
と
い
う
意
味
で
民
本
主
義
と
い
う
文
字
を
使
用
す
る
。
君
本
主
義
と
民
本
主
義
と
は
対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
と
説
い
た
。
そ
れ

よ
り
早
く
、
吉
野
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
用
語
に
は

一
、
主
権
の
所
在
に
関
す
る
も
の
、
二
、
主
権
運
用
の
方
法
に
関
す
る
も
の
、

と
い
う
こ
個
の
異
っ
た
内
容
が
あ
る
と
し
て
い
た
。

一
を
民
主
主
義
、
二
を
民
本
主
義
と
よ
び
、
吉
野
が
民
本
主
義
の
語
を
用
い
る
時

15 



は
「
主
権
運
用
の
方
法
に
関
す
る
説
明
」
の
場
合
に
の
み
使
用
す
る
と
し
た
。

つ
ま
り
、
吉
野
が
民
本
主
義
な
る
語
を
用
い
る
時
に

16 

は
、
主
権
の
所
在
に
つ
い
て
は
全
く
問
わ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
天
皇
に
主
権
が
存
在
す
る
か
、
人
民
主
権
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う

こ
と
は
完
全
に
避
け
て
通
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
も
吉
野
は
、
政
権
運
用
の
終
局
の
目
的
は
一
般
民
衆
の
た
め
に
あ
る
べ
き
こ

(7
) 

と
と
、
政
権
運
用
の
終
局
の
決
定
を
一
般
民
衆
の
意
向
に
置
く
べ
き
こ
と
を
要
求
し
た
民
本
主
義
理
論
を
展
開
し
て
い
た
。
総
じ
て
吉

野
が
民
本
主
義
と
い
う
場
合
、
主
権
の
所
在
に
つ
い
て
は
無
関
係
と
い
う
大
前
提
の
上
に
立
ち
、

主
権
運
用
の
終
局
的
の
目
的
が
一
般

民
衆
の
た
め
に
あ
る
べ
き
こ
と
、
主
権
運
用
の
終
局
の
決
定
を
一
般
民
衆
の
意
向
に
置
く
べ
き
こ
と
を
目
ざ
そ
う
と
い
う
の
で
あ
っ

た
。
吉
野
は
用
心
深
く
天
皇
主
権
論
に
触
れ
る
こ
と
を
避
け
、
国
民
の
利
福
及
び
民
意
の
尊
重
だ
け
を
説
い
た
の
で
あ
る
が
、
有
名
文

学
博
士
、
国
粋
団
体
、
投
書
、
新
聞
等
に
よ
り
、
民
本
主
義
と
い
う
用
語
が
国
体
に
反
す
る
と
非
難
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
非
難
に
た
い

し
、
吉
野
は
、
民
本
主
義
は
国
体
を
説
明
す
る
も
の
で
は
な
い
の
だ
、
国
体
を
説
明
す
る
場
合
に
は
君
本
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
弁

明
し
た
と
こ
ろ
に
注
意
し
た
い
。
吉
野
は
、
共
和
主
義
者
な
り
、
国
体
に
背
く
者
な
り
と
非
難
さ
れ
た
時
、
吉
野
は
自
分
が
天
皇
主
権

論
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
証
明
し
て
頑
冥
派
の
攻
撃
を
避
け
た
の
で
あ
る
。

民
本
主
義
と
い
う
用
語
は
国
体
に
反
す
る
と
い
う
非
難
に
た
い
し
、
吉
野
は
そ
の
造
語
者
は
自
分
で
は
な
い
、
自
分
は
そ
の
用
語
の

借
用
者
で
あ
る
と
弁
明
し
た
。
こ
れ
が
第
二
の
弁
明
で
あ
る
。
民
本
主
義
と
い
う
言
葉
は
、
吉
野
が
捺
え
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
説
が

あ
っ
た
が
、
吉
野
は
、
こ
れ
に
た
い
し
、
自
分
は
造
語
者
で
は
な
い
、
上
杉
慎
吉
、
茅
原
華
山
、
黒
岩
涙
香
の
三
人
の
う
ち
、
い
ず
れ

か
が
造
語
者
で
あ
っ
て
、
吉
野
は
借
用
者
で
あ
る
と
弁
解
し
た
。
民
本
主
義
と
は
平
民
の
側
か
ら
権
利
を
要
求
す
る
こ
と
で
あ
る
か

ら
、
か
か
る
訳
語
を
造
っ
た
吉
野
は
許
し
難
い
と
い
う
頑
冥
派
か
ら
の
非
難
に
た
い
し
、
吉
野
は
君
主
主
権
論
者
の
上
杉
慎
吉
を
ま

ず
挙
げ
、
上
杉
こ
そ
民
本
主
義
の
造
語
者
は
自
分
で
あ
る
と
言
明
し
、
自
ら
ひ
ろ
め
た
と
述
べ
て
い
る
と
し
た
。
茅
原
華
山
、
黒
岩
涙

香
は
君
主
主
権
論
者
で
は
な
く
と
も
、
吉
野
造
語
犯
人
説
に
た
い
す
る
反
証
に
は
な
る
。
上
杉
慎
吉
こ
そ
民
本
主
義
の
造
語
者
で
あ
る



と
い
う
弁
明
は
、
毒
を
以
て
毒
を
制
す
る
式
の
意
図
的
な
も
の
で
は
な
い
に
し
て
も
、
吉
野
は
民
本
主
義
の
造
語
者
で
あ
る
が
ゆ
え
に

共
和
主
義
者
な
り
と
非
難
す
る
頑
冥
派
へ
の
強
力
な
楯
に
な
る

普
通
選
挙
制
度
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
思
想
、
民
本
主
義
と
い
う
訳
語
等
に
つ
き
、
国
体
違
反
論
が
続
出
し
た
。
梨
明
会
は
上
記
の
制

度
、
思
想
の
鼓
吹
者
よ
り
成
っ
て
い
た
か
ら
旧
思
想
か
ら
の
激
烈
な
攻
撃
を
受
け
た
。
繁
明
会
は
旧
思
想
か
ら
の
攻
撃
に
た
い
し
、
専

守
防
衛
に
徹
し
、

旧
思
想
を
激
し
く
攻
撃
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
繁
明
会
が
旧
思
想
か
ら
攻
撃
さ
れ
た
時
、
自
己
を
守
る
方

便
と
し
て
多
用
し
た
防
衛
法
は
、

旧
思
想
の
傘
を
さ
し
、
そ
こ
へ
身
を
避
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

大正デモクラシーのー断面（中村）

（1
）
大
島
正
徳
「
輿
論
の
人
格
的
基
礎
」
（
『
繁
明
講
演
集
』
第
一
巻
第
三
輯
大
正
八
年
五
月
一
日
四
八
頁
）
。

（2
）
今
井
嘉
幸
「
頑
冥
者
流
よ
り
見
た
る
普
通
選
挙
」
（
前
掲
『
繋
明
講
演
集
』
第
一
巻
第
一
輯
五O
頁
）
．

（3
）
前
掲
大
島
正
徳
「
輿
論
の
人
格
的
基
礎
」
（
前
掲
同
書
五
二
頁
）
。

（4
）
吉
野
作
造
「
支
那
問
題
に
就
い
て
」
（
前
掲
『
梨
明
講
演
集
』
第
一
巻
第
四
輯
四
八
｜
五
一
頁
）
。

（5
）
右
同
（
右
問
書
五
一
ー
ー
二
頁
）
。

（6
）
吉
野
作
造
「
民
本
主
義
の
意
義
を
説
い
て
再
び
憲
政
有
終
の
美
を
済
す
の
途
を
論
ず
」
（
『
中
央
公
論
』
大
正
七
年
一
月
号
）
．

（7
）
吉
野
作
造
「
宮
内
最
の
本
義
を
説
い
て
其
有
終
の
美
を
済
す
の
途
を
論
ず
」
（
『
中
央
公
論
』
大
正
五
年
一
月
号
）
。

（8
）
前
掲
吉
野
作
造
「
支
那
問
題
に
つ
い
て
」
（
前
掲
書
五
0
1
五
一
頁
三

四

朝
鮮
民
族
へ
の
温
情

『
繁
明
講
演
集
』
（
十
冊
）
中
、
比
較
的
頑
冥
思
想
と
の
妥
協
が
な
く
、
正
面
か
ら
斬
り
こ
ん
で
い
る
講
演
と
し
て
左
の
数
篇
が
印
象
に

残
る
。

(1
) 

森
戸
辰
男
「
労
働
者
問
題
の
解
決
と
経
済
的
挙
国
一
致
」
は
、
労
働
者
の
生
存
権
及
び
労
働
組
合
を
承
認
せ
よ
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
こ
こ
に
は
旧
思
想
と
の
妥
協
は
な
い
が
、
こ
れ
は
森
戸
の
立
論
が
大
胆
至
極
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
こ
の
問
題
が
論
17 



じ
ら
れ
た
大
正
八
年
三
月
下
旬
と
い
う
時
期
が
、
労
働
問
題
を
か
な
り
大
胆
に
論
ず
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．

18 

こ
の
年
の
わ
が
国
に
お
け
る
労
働
争
議
件
数
及
び
参
加
人
員
は
戦
前
の
最
高
の
記
録
を
し
め
し
た
。
こ
う
し
た
社
会
情
勢
を
反
映
し
、

国
際
労
働
会
議
問
題
に
多
く
の
紙
面
を
費
し
た
も
の
や
、
「
治
安
警
察
法
第
十
七
条
研
究
号
」
は
、
旧
思
想
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

(4
) 

「
治
安
警
察
法
第
十
七
条
」
も
ま
た
右
に
指
摘
し
た
と
同
様
な
情

新
思
想
を
正
当
化
す
る
と
い
う
箇
所
が
比
較
的
少
な
い
。
牧
野
英

況
の
中
に
あ
っ
て
、
労
働
者
の
団
結
権
、
ス
ト
ラ
イ
キ
権
の
獲
得
の
歴
史
を
仏
、

目
、
独
国
を
対
象
に
掘
り
下
げ
た
力
作
で
あ
る
。
牧

野
も
ま
た
旧
思
想
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
新
思
想
だ
け
を
武
器
に
治
安
警
察
法
第
十
七
条
を
廃
止
す
べ
き
理
由
を
説
い
た
。
労
働
問

題
は
、
国
体
に
か
か
わ
る
問
題
よ
り
、
は
る
か
に
論
じ
や
す
い
状
況
に
あ
っ
た
。
軍
縮
問
題
も
ま
た
論
じ
や
す
か
っ
た
。
渡
辺
鉄
蔵

「
軍
備
と
文
化
」
は
軍
備
全
廃
、
徴
兵
制
撤
廃
は
あ
り
え
な
い
と
し
つ
つ
、
し
か
し
軍
縮
は
実
現
す
べ
き
だ
と
す
る
主
張
で
あ
っ
た
。

軍
隊
内
で
の
人
格
を
認
め
る
べ
き
だ
と
し
、
軍
人
政
治
の
危
険
は
避
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
も
し
て
い
た
。
大
戦
後
の
平
和
ムlド

の
中
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

旧
思
想
を
援
用
す
る
こ
と
な
し
に
軍
縮
問
題
を
論
ず
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

大
正
八
〈
一
九
一
九
〉
年
三
月
一
日
）
が
起
っ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
梨
明
会
は
「
朝
鮮
問

題
の
研
究
」
と
称
す
る
講
演
会
を
開
催
し
、
そ
の
講
演
を
機
関
誌
に
特
集
し
た
。
こ
の
講
演
会
に
出
演
し
た
論
者
に
お
け
る
新
・
旧
思

察
明
会
の
活
動
期
に
三
・
一
運
動
（
万
歳
事
件

想
を
検
討
し
よ
う
。

吉
野
作
造
は
朝
鮮
統
治
に
関
す
る
四
提
案
を
し
て
い
る
。

一
、
朝
鮮
人
に
対
す
る
差
別
的
待
遇
の
撤
廃
、
二
、
武
人
政
治
の
撤
廃
、

四
、
言
論
の
自
由
の
容
認
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
朝
鮮
の
独
立
を
承
認
せ
よ
と
い
う
主

三
、
不
徹
底
な
る
同
化
政
策
の
放
棄
、

張
は
な
い
。
朝
鮮
の
惨
状
を
語
る
こ
と
の
幅
と
深
さ
に
お
い
て
、
吉
野
は
弁
士
中
群
を
抜
く
も
の
を
有
し
て
い
た
が
、
多
弁
な
割
り
合

い
に
は
核
心
を
衝
け
ず
に
終
始
し
て
い
る
。
石
橋
湛
山
は
梨
明
会
の
メ
ン
バ
ー
で
は
な
く
、

し
た
が
っ
て
こ
の
講
演
会
に
は
出
演
し
て

い
な
い
が
、
吉
野
の
こ
の
講
演
よ
り
二
箇
月
前
に
、
吉
野
が
用
い
た
字
句
の
十
分
の
一
程
度
の
分
量
内
に
お
い
て
、
朝
鮮
問
題
の
本
質



を
扶
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
石
橋
は
、
「
朝
鮮
人
も
一
民
挟
で
あ
る
。
（
中
略
）
多
年
彼
等
の
独
立
の
歴
史
を
も
っ
て
居
る
。
衷
心
か

ら
日
本
の
属
国
た
る
を
喜
ぶ
鮮
人
は
恐
ら
く
一
人
も
な
か
ろ
う
。
故
に
鮮
人
は
結
局
其
独
立
を
回
復
す
る
迄
、
我
統
治
に
対
し
て
反
抗

を
継
続
す
る
は
勿
論
、
而
か
も
鮮
人
の
知
識
の
発
達
、
自
覚
の
増
進
に
比
例
し
て
其
反
抗
は
愈
よ
強
烈
を
加
う
る
に
相
違
な
い
（
中
略
）

故
に
鮮
人
は
日
本
統
治
の
下
に
如
何
な
る
善
政
に
浴
し
て
も
、
決
し
て
満
足
す
べ
き
筈
は
な
い
。
故
に
彼
等
は
彼
等
の
独
立
自
治
を
得

る
迄
は
断
じ
て
反
抗
を
止
め
る
も
の
で
は
な
い
。
（
中
略
）
長
い
も
の
に
は
巻
か
れ
ろ
で
、
鮮
人
は
止
む
な
く
屈
従
を
装
う
も
、
心
中
で

(8
) 

は
『
今
に
見
よ
』
と
叫
び
つ
つ
隠
忍
し
つ
つ
あ
る
の
状
、
想
像
し
得
て
余
り
あ
る
」
と
記
述
し
て
い
た
。
吉
野
が
言
及
で
き
な
か
っ
た

朝
鮮
の
独
立
に
石
橋
は
言
及
し
て
い
た
。
吉
野
は
不
特
定
多
数
の
聴
衆
を
直
接
対
象
に
し
、

石
橋
は
高
度
な
経
済
専
門
雑
誌
に
執
筆
す

る
と
い
う
場
の
違
い
が
、
発
言
の
違
い
を
生
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
吉
野
に
し
て
も
、
そ
れ
よ
り
約
三
年
前
、
満
洲
、
朝
鮮
を
初
め
て
旅

行
し
た
後
に
執
筆
し
た
旅
行
記
中
に
、
異
民
族
統
治
の
理
想
は
そ
の
民
族
と
し
て
の
独
立
を
尊
重
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
、
と
朝
鮮
問
題

(9
) 

を
論
じ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
講
演
で
は
朝
鮮
の
惨
状
に
同
情
は
し
た
が
、
朝
鮮
民
族
の
独
立
を
容
認
せ
よ
と
は
い
わ
な

大正デモクラシーのー断面（中村）

か
っ
た
。
多
弁
を
用
い
て
朝
鮮
民
族
へ
の
温
情
は
説
い
た
が
、
朝
鮮
支
配
の
思
想
を
激
烈
に
攻
撃
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。

慶
慮
義
塾
大
学
部
教
授
阿
部
秀
助
は
、
民
族
的
調
和
を
説
く
が
、
朝
鮮
独
立
論
に
は
公
然
反
対
し
た
し
、
麻
生
久
は
熱
弁
を
も
っ
て

朝
鮮
人
の
悲
惨
を
語
り
、
温
情
を
説
い
た
が
、
そ
れ
以
上
は
出
な
か
っ
た
。
早
稲
田
大
学
教
授
内
ケ
崎
作
三
郎
は
、
朝
鮮
の
惨
状
は
日

韓
合
併
の
勅
語
の
精
神
に
反
す
る
と
い
う
論
法
に
依
り
つ
つ
、
弁
士
中
で
は
唯
一
人
「
将
来
朝
鮮
の
独
立
す
る
に
足
る
実
力
を
具
備
せ

ん
こ
と
を
希
望
す
る
」
と
い
う
言
葉
に
お
い
て
、
朝
鮮
の
独
立
に
言
及
し
た
。
福
田
徳
三
は
、
日
本
国
民
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
千

万
朝
鮮
人
を
苦
し
め
て
い
る
こ
と
は
、

日
本
の
国
体
の
要
求
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
、

日
本
の
国
体
を
危
く
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
国

体
を
擁
護
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
所
謂
危
険
思
想
に
対
し
て
で
は
な
く
、
朝
鮮
に
お
け
る
日
本
の
数
々
の

罪
悪
で
あ
る
。
「
日
本
の
国
体
が
金
偏
無
欠
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
此
金
踊
無
欠
の
国
の
体
面
に
大
変
な
汚
点
を
与
え
た
も
の
は
朝
19 



（
円
以
）

鮮
に
於
け
る
日
本
の
数
々
の
失
敗
、
数
々
の
過
、
数
々
の
犯
罪
で
あ
り
ま
す
」
と
は
い
う
。
わ
が
国
の
朝
鮮
へ
の
犯
罪
的
統
治
に
憤
激20 

す
る
が
、
金
風
無
欠
の
国
体
論
に
論
拠
を
置
く
か
ぎ
り
、
朝
鮮
の
独
立
と
い
う
思
考
は
福
田
の
頭
脳
に
は
登
場
し
な
い
。
福
田
の
提
案

し
た
朝
鮮
改
良
の
方
途
は

一
、
武
人
政
治
を
や
め
る
こ
と
、
二
、
朝
鮮
に
憲
法
を
布
き
、
国
会
を
設
け
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

三
・
一
運
動
に
直
面
し
、
察
明
会
が
た
だ
ち
に
朝
鮮
問
題
に
関
す
る
講
演
会
を
開
催
し
、
機
関
誌
に
朝
鮮
問
題
の
特
集
を
し
た
の
は

進
取
的
で
あ
っ
た
が
、
発
言
の
内
容
は
朝
鮮
民
族
に
た
い
す
る
温
情
を
説
く
域
を
出
な
か
っ
た
。

（
1
）
前
掲
『
繁
明
講
演
集
』
第
一
巻
第
三
輯
。

（2

）
『
禦
明
講
演
集
』
第
二
巻
第
二
輯
大
正
八
年
十
月
一
日
発
行
。

（3
）
『
動
燃
明
講
演
集
』
第
二
巻
第
三
輯
大
正
八
年
十
二
月
一
月
発
行
。

（4
）
『
駒
栄
明
講
演
集
』
第
一
巻
第
五
輯
大
正
八
年
七
月
一
日
発
行
。
牧
野
論
文
は
大
正
八
年
三
月
一
九
日
の
繋
明
会
集
会
の
席
上
で
講
演
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
東

京
日
々
新
聞
、
大
阪
毎
日
新
聞
、
『
法
学
志
林
』
に
も
連
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
牧
野
自
身
が
官
頭
に
註
を
入
れ
て
い
る
。

（5
）
右
同
『
繋
明
講
演
集
』
第
一
巻
第
五
輯
。

（6
）
大
正
八
年
六
月
二
五
日
、
製
明
会
は
第
六
回
講
演
会
を
「
朝
鮮
問
題
の
研
究
」
と
銘
う
ち
開
催
し
た
。
こ
の
時
の
講
演
が
、
『
禦
明
講
演
集
』
第
一
巻
第
六
輯
（
大

正
八
年
八
月
一
日
発
行
）
の
「
朝
鮮
問
題
号
」
と
な
っ
た
。

（7
）
吉
野
作
造
「
朝
鮮
統
治
の
改
革
に
関
す
る
最
小
限
度
の
要
求
」
（
前
掲
『
梨
明
講
演
集
』
第
一
巻
第
六
輯
）
。

（8
）
石
橋
湛
山
「
鮮
人
暴
動
に
対
す
る
理
解
L

（
東
洋
経
済
新
報
大
正
八
年
五
月
一
五
日
号
社
説
、
『
石
橋
湛
山
全
集
第
三
巻
』
〈
東
洋
経
済
新
報

一
日
〉
七
八
｜
七
九
頁
）
。

（9
）
吉
野
作
造
「
満
韓
を
視
察
し
て
」
（
中
央
公
論
大
正
五
年
五
月
号
二
九
｜
三O
頁
）
．

（
叩
）
阿
部
秀
助
「
継
母
根
性
を
去
れ
」
（
前
掲
『
梨
明
講
演
集
』
第
一
巻
第
六
輯
）
＠

（
日
）
麻
生
久
「
自
ら
良
心
に
か
え
れ
」
（
右
同
）
。

（
ロ
）
内
ケ
崎
作
三
郎
「
朝
鮮
問
題
の
背
景
と
し
て
の
形
式
主
義
」
（
右
同
）
＠

（
臼
）
福
田
徳
三
「
朝
鮮
は
軍
閥
の
私
有
物
に
非
ず
」
（
右
同
）
。

昭
和
四
六
年
四
月



五

福
田
徳
三
の
思
想
の
根
源

福
田
徳
三
は
金
岡
無
欠
の
国
体
論
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
り
朝
鮮
改
良
を
力
説
し
た
。
こ
の
国
体
論
は
そ
の
場
か
ぎ
り
の
便
法
と
し

て
使
用
し
た
の
で
は
な
い
。
福
田
の
思
想
の
根
源
に
は
、
金
剛
無
欠
の
国
体
論
が
自
生
の
思
想
と
し
て
存
在
し
た
。

福
田
は
吉
野
と
並
ぶ
駒
栄
明
会
に
お
け
る
二
大
支
柱
的
人
物
で
あ
る
。
福
田
が
駒
栄
明
会
の
第
一
回
講
演
会
出
演
に
あ
た
り
掲
げ
た
演
題

が
「
国
本
は
動
か
ず
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
演
題
が
福
田
自
身
が
決
め
た
も
の
で
あ
れ
、
梨
明
会
の
打
ち
合
せ
会
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
れ
、
象
徴
的
で
あ
る
。
察
明
会
の
旗
上
げ
は
、
国
体
に
背
く
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
鮮
明
に
し
な
く
て
は
ス
タ
ー
ト
で

き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
場
合
、
国
体
は
変
化
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
熱
誠
を
も
っ
て
論
ず
る
こ
と

が
で
き
た
者
は
福
田
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

福
田
は
「
国
本
は
動
か
ず
」
の
回
目
頭
に
お
い
て
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、
民
主
主
義
、
民
本
主
義
の
思
想
は
、
日
本
の
国
体
を
危
く
す
る

大正デモクラシーのー断面（中村）

危
険
思
想
で
は
な
い
か
と
考
え
る
者
が
あ
る
が
、
心
配
は
無
用
で
あ
る
、
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

日
本
が
進
歩
に
向
う
か
ぎ
り
新
し

い
思
想
は
必
ず
起
る
、
新
し
い
思
想
が
起
る
度
に
擁
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
よ
う
な
国
体
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
国
体
は
甚
だ
不
安
で

あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

一
般
物
価
の
騰
貴
の
た
め
生
活
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
人
は
多
い
が
、
そ
の
不
安
動
揺
と
国
体
と
は
無
関

係
で
あ
る
よ
う
に
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、
社
会
主
義
が
起
っ
て
き
て
も
、
わ
が
国
体
は
心
配
が
な
い
。
新
思
想
が
新
陳
代
謝
し
て
も
、

(l
) 

「
日
本
は
君
主
国
で
あ
る
と
言
う
こ
と
は
建
国
以
来
少
し
も
易
ら
な
い
」
と
福
田
は
考
え
る
。
福
田
は
別
の
箇
所
で
、
日
本
の
国
本
と
い

(2
) 

う
も
の
は
、
わ
わ
れ
れ
日
本
人
は
君
主
国
の
民
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
誇
り
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
、
と
も
語
っ
た
。
福
田
は
、

「
日
本
人
と
し
て
考
え
る
」
と
い
う
言
葉
を
し
ば
し
ば
使
用
す
る
が
、
そ
の
こ
と
の
意
味
は
、

日
本
は
君
主
国
で
あ
り
、
日
本
人
は
君

(3
) 

ソ
シ
ア
リ
ズ
ム
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
の
思
想
の

21 

主
国
民
で
あ
る
と
い
う
自
覚
の
上
に
思
慮
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、



抱
懐
者
が
国
中
に
い
て
も
、
そ
れ
ら
の
人
聞
が
日
本
人
と
し
て
考
え
る
か
ぎ
り
、
日
本
の
国
体
は
動
か
な
い
、
君
主
国
は
変
ら
な
い
と

し
た
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、

ソ
シ
ア
リ
ズ
ム
、
ポ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
が
危
険
な
の
で
は
な
い
、
そ
れ
ら
を
考
え
る
時
、

22 

日
本
人
と
し
て
考

え
な
い
か
ら
危
険
な
の
だ
、
と
も
福
田
は
い
う
。
福
田
は
ま
た
つ
ぎ
の
よ
う
に
も
い
う
。

「
吾
々
は
吾
々
の
父
祖
の
時
代
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
国
体
の
動
揺
、
国
体
の
危
険
な
ど
ふ
云
う
よ
う
な
こ
と
は
夢
に
だ

も
思
わ
な
か
っ
た
」

「
日
本
の
国
本
と
云
う
も
の
は
牢
乎
と
し
て
動
か
な
い
、
二
千
年
来
の
国
の
立
っ
て
居
る
所
以
は
易
ら
な
い
。
政
治
上
の
変

化
は
あ
っ
た
が
変
化
は
進
歩
で
あ
る
、
国
の
因
て
立
つ
大
本
に
至
っ
て
は
日
本
の
み
は
少
し
も
動
か
な
い
国
で
あ
っ
た
、
今

も
動
か
な
い
、
将
来
に
於
て
も
磐
石
の
如
く
動
か
な
い
も
の
で
あ
る
と
云
う
こ
と
は
、
外
国
人
に
対
し
て
は
国
と
し
て
第
一

の
自
慢
で
あ
り
、
（
中
略
）
外
国
人
を
し
て
尊
敬
せ
し
め
、
外
国
人
を
し
て
日
本
に
対
す
る
畏
敬
心
を
起
き
し
め
る
最
も
有
力

な
る
事
と
存
じ
ま
す
。
（
中
略
）
是
は
或
人
は
国
体
の
精
華
を
外
国
ま
で
発
揮
す
る
、
万
世
一
系
の
日
本
の
国
体
を
世
界
に
知

ら
し
め
る
と
云
う
こ
と
で
以
て
随
分
久
し
い
前
か
ら
唱
え
て
居
っ
た
所
で
あ
り
ま
す
。
否
徳
川
時
代
の
日
本
人
の
著
述
を
見

ま
す
と
、
日
本
は
神
の
国
で
あ
る
、
其
他
の
国
は
斯
う
云
う
よ
う
な
国
体
を
有
っ
て
居
ら
な
い
か
ら
、
此
特
殊
な
る
国
を
外

国
に
知
ら
せ
て
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
う
こ
と
は
、
本
居
平
田
等
の
人
々
を
始
め
と
し
て
随
分
之
を
唱
え
て
居
る
の
で
あ
り

ま
す
。
之
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
」

福
田
は
デ
モ
グ
ラ
ッ
ト
で
は
あ
っ
た
が
、
か
れ
の
思
想
の
根
底
に
は
、
毅
明
会
大
綱
に
明
記
さ
れ
た
撲
滅
対
象
の
頑
冥
思
想
に
通
ず

る
も
の
が
あ
っ
た
。
君
主
国
、
君
主
国
民
、
国
体
の
精
華
、
万
世
一
系
の
日
本
の
国
体
、日
本
は
神
の
国
等
々
の
語
棄
は
梨
明
会
員

中
、
福
田
が
群
を
抜
い
て
多
用
し
た
。
福
田
は
こ
れ
ら
の
語
棄
を
頑
冥
派
の
攻
撃
を
避
け
る
具
と
し
て
使
用
し
た
。
効
果
は
た
し
か
に

あ
っ
た
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
国
体
に
反
す
る
か
ら
反
対
で
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
、
吉
野
の
民
本
主
義
に
は
反
対
す
る
が
、
福
田
の
デ



(6
) 

モ
ク
ラ
シ
l

論
は
許
容
で
き
る
と
す
る
反
対
派
が
あ
ら
わ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
福
田
の
用
い
た
語
葉
は
、
避
雷
針
用
に
使
用
さ
れ

た
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
福
田
の
固
有
の
思
想
か
ら
発
す
る
か
れ
自
身
の
も
の
で
も
あ
っ
た
。

福
田
は
、
自
分
が
吉
野
と
は
意
見
が
違
う
と
こ
ろ
が
非
常
に
あ
る
が
、
三
瀦
信
三
、
上
杉
慎
吉
と
合
致
す
る
点
は
、
吉
野
と
合
う
点

よ
り
多
い
と
思
う
、
こ
と
に
上
杉
が
曲
学
阿
世
と
い
わ
れ
な
が
ら
断
々
乎
と
し
て
所
説
を
主
張
す
る
勇
気
に
大
に
敬
服
し
て
い
る
こ
と

(8
) 

を
認
め
た
。
三
瀦
は
政
治
上
社
会
上
の
意
見
に
お
い
て
保
守
的
で
、
社
会
主
義
そ
の
他
危
激
の
思
想
は
絶
対
に
こ
れ
を
容
認
し
な
い
独

逸
法
学
者
で
あ
っ
た
。
梨
明
会
が
活
動
し
て
い
た
当
時
の
上
杉
は
、
君
主
主
権
論
者
、
国
家
主
義
論
者
、
反
社
会
主
義
論
者
、
反
デ
モ

グ
ラ
シ

l

論
者
の
雄
で
あ
り
、
そ
の
方
面
の
学
生
運
動
を
指
導
し
て
い
た
。
三
瀦
、
上
杉
と
思
想
に
お
い
て
も
、
意
気
に
お
い
て
も
合

致
す
る
と
自
認
す
る
福
田
は
梨
明
会
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
。
繁
明
会
が
激
烈
に
旧
思
想
に
攻
撃
を
加
え
る
こ
と
が
あ
り
え
な
か
っ
た

こ
と
は
、
こ
の
一
点
か
ら
だ
け
で
も
理
解
さ
れ
よ
う
。
い
つ
の
時
代
で
も
、
改
革
者
の
思
想
は
、
古
い
時
代
に
根
を
半
分
お
ろ
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、

い
つ
の
時
代
で
も
多
く
の
改
革
は
漸
進
的
で
あ
る
。
梨
明
会
も
ま
た
漸
進
的
思
想
団
体
で
あ
っ
た
。

大正デモクラシーのー断面（中村）

（1
）
福
田
徳
一
一
一
「
国
本
は
動
か
ず
」
（
前
掲
『
梨
明
講
演
集
』
第
一
巻
第
一
輯
七
二
頁
）
。

（2
）
福
田
徳
三
「
虚
偽
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
よ
り
真
正
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
へ
」
（
『
繁
明
講
演
集
』
第
一
巻
第
五
輯
大
正
八
年
七
月
一
日
発
行
一O
二
頁
）
。

（3
）
福
田
は
「
社
会
民
主
主
義
」
と
「
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ヰ
ズ
ム
」
と
「
過
激
主
義
」
を
同
一
の
も
の
と
理
解
し
、
「
是
は
社
会
主
義
の
最
も
純
粋
な
る
形
、
時
世
に
最
も

迎
合
し
な
い
阿
ら
な
い
主
義
を
有
の
儲
に
端
的
に
出
し
た
形
」
（
前
掲
「
国
本
は
動
か
ず
」
前
掲
書
八
七
頁
）
で
あ
る
と
し
た
。

（4
）
前
掲
「
国
本
は
動
か
ず
」
（
前
掲
八
O
頁
）
。

（5
）
右
同
（
右
同
書
八
五
頁
）
。

（6
）
前
掲
福
田
徳
三
「
如
何
に
改
造
す
る
か
」
の
「
附
一
言
」
。

（7
）
右
向
。

（8
）
松
本
恭
治
「
三
瀦
君
を
憶
うL
（
『
法
学
志
林
』
第
三
九
巻
第
五
号昭和
一
二
年
六
月
一
日
二
六
頁
）
．
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